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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 照明 学会 (IEIJ) 及び 財団法人 日本 規 
格 協会 (JSA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 制定す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会 
の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 制定した 日本工業規格 である。 

この 規格 は， 著作権法で 保護 対象と なって いる 著作物で ある。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある こ と に 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このよう な 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 係る 確認に ついて， 責任 は 
もたない。 
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日本工業規格 



JIS 

9126:2010 



屋外 作業場の 照明 基準 

Lighting of outdoor work places 

序文 

こ の 規格 は， 2005 年に 第 1 版と し て 発行され た CIE S 015 及び 2006 年に 第 1 版と して 発行 さ れた ISO/CIE 
8995-3 を 基に 作成した 日本工業規格 である カ^ JISZ 9110 との 整合性 を 図る ために， 技術的 内容 を 変更し 
て 作成 した 日 本 工業規格で あ る 。 

なお， この 規格で 側線 又は 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 対応 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 
変更の 一覧表 を その 説明 を 付けて， 附属 書 JA に 示す。 

1 適用 範囲 

夜間に， 人々 が 能率的， かつ， 正確な 視覚 を 使った 作業 を 行う に は， 適切で 十分な 照明が 必要で ある。 
また， 屋外 作業場に おいて 必要と する 視認性 及び 快適 性 は， 活動の 種類 及び その 継続 時間に 依存す る。 

この 規格 は， 多くの 屋外 作業場 及び それらに 関連す る 領域で 行われる 通常の 視覚 を 使った 作業が， 安全 
に， 容易に， 効率的に， かつ， 快適に 行える ために 必要と する 照明の 量と 質と に関する 照明 設計 基準 を 示 
し， それらの 照明 要件 を 規定す る。 

この 規格 は， 特定の 問題の 解決の ために， 照明 システム を どのように 設計す る ことが 望ましい か を 解説 
する もので はない。 また， 新しい 技術の 採用に 関する 設計者の 自由 を 制限し ないし， 革新的な 機器 及び 器 
材の 使用 を 制限す る もので もない。 

注記 1 特定の 視 環境 を 得る ために， 照明 システム を どのよう に 設計す る こ とが 望ま しいかに ついて 
は， 関連の 国際 照明 委員会 （以下， CIE という。） ガイ ド， CIE 技術 報告書 及び 社団法人 照 
明 学会 規格に 記載され ている。 
注記 2 この 規格の 対応 国際規格 及び その 対応 を 示す 程度 を 表す 記号 を， 次に 示す。 
CIE S 015:2005, Lighting of outdoor work places 

ISO/CIE 8995-3:2006, Lighting of work places— Part 3: Lighting requirements for safety and 
security of outdoor work places 
(全体 評価 ： MOD) 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 "MOD" は， ISO/IEC Guide 21-1 に 基づき， "修正して いる" 
こと を 示す。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格のう ちで， 西暦 年 を 付記して ある もの は， 記載の 年の 版 を 適用し， その後の 改正 版 （追 補 を 含む。） 
に は 適用し ない。 西暦 年の 付記がない 引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 
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JISC7612...SffilliaS^ 

Jisz8n.3...1i!_l|l 

flsz_ お や ま fiftSl^ 

JIS Z 9101 安全 色 及び 安全 標識 一産 業 環境 及び 案内 用 安全 標識の デザィ ン 通則 

注記 対応 国際規格： ISO 3864-1, Graphical symbols -Safety colours and safety signs -Part 1: Design 
principles for safety signs in workplaces and public areas (IDT) 

JIS Z 9111 道路 照明 基準 

注記 対応 国際規格 ： CIE 115， Recommendations for the lighting of roads for motor and pedestrian traffic 
(MOD) 

CIE 112: 1 994 Glare evaluation system for use within outdoor sports and area lighting 

CIE 150:2003 Guide on the limitation of the effects of obtrusive light from outdoor lighting installations 

3 用語 及び 定義 

この 規格で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， お J.?_ による ほか， 次に よる。 

3.1 

視 作業 

視覚 を 使った 作業。 

注記 視 作業に おける 主な 視覚 要件 は， 視 対象の 寸法， 輝度 並びに 背景に 対する その コントラスト 及 
びその 持続 期間で ある。 

3.2 

作業場 

作業 装置な どが 配置され た 空間で 作業員 力 《 仕事 をす る 場所， 及び 作業員が 仕事中に 出入り をす るすべ て 
の 施設 又は 領域。 
3.3 

作業領域 

作業場 内で 視 作業 をす る 領域。 作業領域の 大きさ 及び 位置 カ沬 知で ある 場合に は， 作業が 行われる 可能 
性の ある 領域 を 作業領域 とする。 
3.4 

周囲 領域 

作業領域 を 囲む 帯域。 

注記 この 帯域 は， 少なくとも 2m の 幅 を もつ ことが 望ましい。 

3.5 

維持 照度， 

ある 面の 平均 照度 を， 使用 期間 中に 下回らな いよう に 維持すべき 値。 
3.6 

照度 均斉 度， ひ。 

ある 面に おける 平均 照度 に対する 最小 照度の 比。 
3.7 

屋外 グ レア 制限 値， GRl 
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1994 年に CIE が CIE112 で 規定した 不快 グ レアの 評価 手法に よって 求めた グ レア 評価 値 （以下， Gi? 値 
という。） の 許容で きる 上限 値。 
3.8 

漏れ 光 

照明 施設 か ら ， 施設 用地の 境界 外側へ 照射 される 光。 
3.9 

障害 光 

与えられた 状況の もとで， 量的， 方向 的 又は， 光 色 及び 演色 性の ために， いらだち 感， 不 快感， 注意の 
散漫 又は 重要な 情報 を視認 する 能力の 低下 原因 と なる 漏れ 光。 
3.10 

減 灯 時間 

障害 光 を 抑制す るた めに， 地方自治体 などに よって， 照明 光の 使用 条件が 厳しく 制限され る 時間帯。 
3.11 

4 照明 設計 基準 
4.1 照明 環境 

照明 要件 は， 次に 示す 三つの 基本的な 人間的 要求の 満足 度に よって 決まる ので， 良い 照明 は， 質 及び 量 
をと もに 満たす もので なければ ならない。 

a) 作業員 力ま， 満足で きる 状態で あると 感じる ような 視覚 快適 性。 

b) 作業員が， 厳しい 環境 下にお ける 長時間の 作業で も視 作業 を 行える ような 視覚 作業 性。 
C) 安全性。 

照明 環境 を 決定して いる 主な 要因 を， 次に 示す。 

d) 輝度 分布 

e) 照度 

f) グ レア 

g) 光の 指向性 

h) 光 色 及び 演色性 

i) フ リツ 力 及び ストロボ 現象 

この 規格で は， このうち 照度， グ レア， 演色 性な どの 定量 化で きる 要因の 設計 値 を， 箇条 5 に 示す。 
4.2 輝度 分布 

視野 内の 輝度 分布 は， 目の 順応 レベル を 左右し， 作業の 視認 性に 影響す る。 良く 調和した 輝度 分布 は， 
次に 示す 各項 目 を 向上させる ために 必要で ある。 

a) 視力 （鮮明 さ） 

b) コントラスト 感度 （比較的小 さ な 輝度 差の 弁別） 

C) 視覚 特性 [焦点 調節， ふくそう （輻輳)， 縮 どう （瞳)， 眼球 運動な ど] 

視野 内の 輝度 分布 は， 視覚 快適 性に 影響を及ぼす。 輝度の 急激な 変化 は， 避ける ことが 望ましい。 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 



4 

Z9126 ： 2010 

4.3 照度 
4.3.1 —般 

作業領域 及び 周囲 領域に おける 照度 及び その 分布 は， いかに 速く， 安全で， 快適に 知覚し， 力つ， 視作 
業 を 行える か を 決定す る 主要 因で ある。 

この 規格で 規定す る 照度 は 維持 照度と し， 視 作業 時の 視覚 快適 性， 視覚 作業 性 及び 安全性の 要求 を 満た 
す ものと する。 
4.3.2 作業領域の 推奨 照度 

作業領域の 推奨 照度 は， 箇条 5 による。 推奨 照度 は， 基準 面の 平均 照度で ある。 基準 面 は， 水平面， 鉛 
直面， 傾斜した 面， 又は 曲面な どと する。 作業 又は 活動の 種類に 対する 設計 照度 は， 箇条 5 に 示す 推奨 照 
度 を 基に 定める。 設計 照度 は， 照明 設備の 経 年数 及び 状態に かかわらず 維持され なければ ならない。 

箇条 5 の 推奨 照度 は， 通常の 視覚 条件に 対して 有効で あり， 次に 示す 要因 を 考慮して いる。 

a) 視覚 快適 性， 心地よ さな どの 心理的 又は 生理的 要因 

b) そ れぞ れの視 作業 に 対 して 要求され る 条件 
C) 視覚 上の 人間工学 

d) 実際の 経験 

e) 安全性 

f) 経済性 

照度の 違い を 感覚的に 認識で きる 最小の 照度 比 を 約 1.5 倍 間隔と し， 推奨 照度 は， 次の 照度 段階で 与え 

る。 

5 — 10 — 15 — 20 — 30 — 50—75 — 100— 150—200 — 300 — 500 — 750—1 000 — 1 500 — 2 000 Ix 

視覚 条件が 通常と 異なる 場合， 設計 照度 は 箇条 5 に 示す 推奨 照度の 値から， 照度 段階で 少なくとも 1 段 
階上 下させて 設定しても よい。 
次に 示す 場合に は， 設計 照度 を 高 く する こ とが 望ましい。 

g) 視 作業が， 精密で あるとき 

h) 視 作業 対象 又は 作業員が， 動いて いると き 

1) 間違い を 修正す るた めに， 高い 費用が かかる と き 
j) 精度 又は 高い 生産性が， 非常に 重要な とき 
k) 作業員の 視 機能が， 低い とき 

1) 作業 対象が， 極端に 小さい 又は 低 コントラストで あるとき 
m) 作業に 従事す る 時間が， 極端に 長いと き 

次に 示す 場合に は， 設計 照度 を 低く 設定しても よい。 
n) 作業 対象が， 極端に 大きい 又は 高 コントラストで あるとき 
0) 作業が， 極端に 短い 時間 又は ごくまれに 行われる とき 
4.3.3 周囲 領域の 照度 

周囲 領域の 照度 は， 作業領域の 設計 照度に よって 定め， 作業 者の 視野 内に おいて 調和の とれた 輝度 分布 
にす る こ と 力 《望ましい。 

作業領域の 周辺に 大きな 照度の 差異が あると， 視覚 的な ス ト レス ゃ不 快感 を 生じ る こ と 力ぶ ある。 
周囲 領域の 照度 は， 作業領域の 照度より 通常 は 低い が， 表 1 に 示す 値 未満に して はならない。 
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表 1 一 作業領域と 周囲 領域の 照度との 関係 

単位 Ix 



作業領域の 維持 照度， £m 


周囲 領域の 照度 


S 漏 


100 


300 


75 


200 


50 


150 


30 


50, 75, 100 


20 


く 50 


規疋 しない 



4.3.4 照度 測定 点 

照度 値の 計算 及び その 検証 点 を 明確に する ために， 作業領域 及び 周囲 領域の 照度 測定 点 を 設定す る。 _P|_ 
度通室4<^11ま；??_洼§_び照度通^；5迭をまに:?1さ_に7ぉ_：?」ら丄§丄_ 
4.3.5 照度 均斉 度 

作業領域 は， できるだけ 一様に 照明し なければ ならない。 作業領域の 照度 均斉 度 は， 箇条 5 に 示す 値 未 
満 として はならない。 周囲 領域の 照度 均斉 度 は， 0.10 以上に する； ぶが 望 ま_ レヒ。 
4.4 グ レア 
4.4.1 一般 

グ レア は， 視野 内の 高輝度 部に よって 生み出される 感覚で， 不快 グ レア 又は 不能 グ レアと して 経験され 
る ことがある。 光沢 面の 反射に よって 生じる グ レア は， 光 幕 反射 又は 反射 グ レアと して 知られて いる。 
作業 上の 誤 り ， 疲労 及び 事故 を 軽減 させる ために グ レア を 抑制す る 。 
視線 方向が 水平よ り 上の 場合に は， グ レア を 避ける 特別な 配慮が 必要になる。 
4.4.2 グ レア 評価 

屋外 照明 施設の 不快 グ レア は， CIE 112 に 規定され た 屋外 グ レア 評価 方法に 基づいて， 次の 式に よって 
定める。 照明 施設の Gi? 値 は， 表 5 〜表 18 に 示す を 超えない ことが 望ましい。 



GR = 27 + 24 logi 



_4i 
で 



. に， ん 1 ： 個々 の 照明器具に よって 生じ る 等価 光 幕 輝度 （cd/m 2 ) の 合計， 

-/^vl J-^v 1 I ム V つ I 丄 V" 

に ： 個々 の 照明器具の 光 幕 輝度 （cd/m 2 ) ， 

Zv«=10X(Eeye/^') 

£eye: 観測者の 視線 （水平 下方 2。 ： 図 1) に対して 
垂直な 面の 照度 （k) 

e ： 観測者の 視線と 個々 の 照明器具 とのな す 角度 
(。 ) 

丄 ve: 環境の 等価 光 幕 輝度 （cd/m 2 )， 
Lve= 0.035 XpXEhav/n 

p: 領域 （地面な ど） の 平均 反射率 

£hav - 領域 （地面な ど） の 平均 照度 （IX) 
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垂直な 面 



図 1— 視線 方向と 個々 の 照明器具との 角度 

それぞれの Gi? 段階と グ レアの 程度との 関係 は， 表 2 による。 

表 2 — Gi? 段階と グ レアの 程度との 関係 



段階 


グ レアの 程度 


90 


耐えられない 


70 


邪魔になる 


50 


許容で きる 限界 


30 


あま り 気にならない 


10 


気にならない 



4.4.3 光 幕 反射 及び 反射 グ レア 

視 作業 時の 高輝度 反射 は， 視認性 を 損なう 可能性が ある。 光 幕 反射 及び 反射 グ レア は， 次の ような 方法 
で， 防止 又は 軽減す る ことができる。 

a) 照明器具， 作業場 及び それらの 位置 関係 を 適切に する。 

b) 表面 仕上げ [例えば， つや （艷） 消し] を 変更す る。 
C) 照明器具の 輝度 を 規制す る。 

d) 照明器具の 発光 部面 積 を 増加す る。 
4.5 障害 光 

夜間の 環境 を 保全す るた めに， 障害 光 を 抑制す る。 障害 光 は， 多くの場合， 照明 設備からの 漏れ 光に よ 
つて 引き起こされ， 周辺 環境 や 人々 に 生理的 及び 生態 的な 問題と して 表れる。 

人， 植物 及び 動物への 問題 を 最小に する ために， CIE 150 に 規定され た 屋外 照明 設備からの 障害 光の 許 
容 される 最大値 を 表 3 に 示す。 
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表 3 — 屋外 照明 設備に よる 障害 光の 許容され る 最大値 



環境 ゾーン 


地所への 照度 め 


照明器具の 光度 


上方 光束 比 


輝度 


K (Ix) 


I ( X 1 000 cd) 


ULOR 


Lb {cd/m^} 


Ls (cd/m 2 ) 


減 灯 時間 前 


減 灯 時間 以降 


減 灯 時間 前 


減 灯 時間 以降 


ビル 面 


サイ ン面 


E1 




0め 


2.5 











50 


E2 






7.5 


0.5 


0.05 




400 


E3 


10 


2 


10 


1.0 


0.15 


10 


800 


E4 


25 




25 


2.5 


0,20 


25 


1 000 



ここに， E1 ： 自然環境。 例えば， 国立公園， 保護され た 場所な どの 本来 暗い 光環 境。 

E2 ： 地方 部。 例えば， 産業 的 又は 居住 的な 地方 領域な どの 低い 明るさの 光環 境。 
E3 ： 郊外。 例えば， 産業 的 又は 居住 的な 郊外 領域な どの 中程 度の 明るさの 光 瑕 境。 
E4 ： 都市。 例えば， 都市 中心， 商業 領域な どの 高い 明るさの 光環 境。 
： 地所の 鉛直 面 照度の 上限 値 （IX) 



I ： 障害 を 及ぼす と考えられる 方向への 各 照明器具の 光度 （XlOOOcd) 

ゆ 丄照 ffl 藥 具-を _ 霞 S L さ こ 塑? - お- "てし 厭 日 具 3^ え 装 雪 や _ 7 JS_ 乎. 1A り- J; 丄? _ きえき. きお 

人; 望 舍. 

U ： ビル 面の 平均 輝度の 上限 値 （cd/m 2 ) 
Ls ： サイ ン 面の 平均 輝度の 上限 値 （cd/m 2 ) 
注め 近隣 住居の 窓， 将来 住居になる 場合の 関係す る 面な どに 適用す る。 

W 減 灯 時間が 適用で きない 場合に は， 減 灯 時間 以降 を 適用す る ことが 望ましい。 

照明器具が 公共 照明 （道路な ど） である 場合に は， この 値 は llx とする。 



4.6 光の 指向性 
4.6.1 —般 

指向性の ある 光 は， 物体 を 際立た せたり， 質感 を 表現したり， 人の 見え 方 を 向上させる ために 用いる。 
これ は "モデリング" という 言葉で 表現し， 指向性の ある 照明 は， 視 作業に おける 視認性 を 向上させる こ 
と 力ぶ ある。 

4.6.2 モデリング 

人 及び 物体 を 照明 するとき， 形 及び 質感が はっきりと 好ましく 見える ように， モデリング を 考慮す る。 
モ デリ ング は， 光の 拡散 性と 指向性との バランスに 関係し， 光が 一方 向 だけから 入射 するとき に 良い モデ 
リングの 基本と なる 陰が 作られる。 しかし， 照明 は， 不快な 影 を 生じる ような 強い 指向性が あって はなら 
ない。 

4.6.3 視 作業での 指向性 照明 

視 作業に おける 細部 を 明らかにし， 視認性 を 向上 させ， より 作業 をし やすくす るた めに， 特定の 方向 か 
らの 照明 を 用いる。 しかし， 光 幕 反射 及び 反射 グ レア は 避ける ことが 望ましい。 
4.7 光 色 及び 演色性 
4,7.1 一般 

白色に 近い ランプの 色 特性 は， 次の 二つの 特性に よって 特徴 付けられ， これら は 別々 に 考えなければ な 
ら ない。 

a) ランプ 自身の 光 色 

b) ランプに よって 照明され た 物の 色の 見え 方 （演 色） 
4.7.2 光 色 

ランプの 光 色 は， ランプが 放射す る 光の 見かけの 色 （色 度） に 関係し， 相関 色 温度 (rcp) で 表す。 表 4 に 
光 色の 特徴 を 示す。 
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光 色の 選択 は， 心理状態 及び 美的 感覚に かかわる 問題で， 自然に 見える ように 考慮す る。 

ある。 



表 4 一 ランプの 光 色 区分 



光 色 


相関 色 温度 （？ふ） 


暖色 


3 300 K 未満 


中間色 


3 300 K〜5 300 K 


涼 色 


5 300 K を 超える 



4.7.3 演色性 

演色性 は， 周辺に ある 物， 人の 皮膚な どの 色 を 自然に 表現す る もので， 視覚 機能 並びに 快適 感 及び 満足 
感を 得る のに 重要で ある。 

光源の 演色性 を 客観的に 示す ために， ^1_きんぉさぇ.に5^1>.平均演色評価数 （以下， という。） を 用いる。 
i?a の 最大値 は 100 であり， 演 色の 質の 低下に 伴って 減少す る。 i?a の 推奨 最小値 を， 表 5 〜表 18 に 示す。 
なお， JISZ 9101 による 安全 色彩 は， 常に 認識で き， 明確に 識別で きなければ ならない。 

4.8 フ リ ッカ 及び ス 卜 ロボ 現象 

フリ ッカは 注意 を 散漫に し， 頭痛の ような 生理的 影響 を 引き起こす ことがある。 また， ストロボ 現象 は， 
機械の 回転 及び 往復の 動き を 変化 させて 見せ， 危険な 状態 を 引き起こす ことがある。 照明 システム は， フ 
リ ッ 力 及び ス ト 口 ボ 現象 を 避け るよう に 計画す る ことが 望ましい。 

注記 この 対策と して は， 選択した ランプに 見合った 技術 処置 をと る （例えば， 放電 ランプ を 高周波 
で 点灯す る。）。 
4.9 保守 率 

推奨 照度 は， 保守 率 を 見込んだ 維持すべき 照度で ある。 保守 率 は， 選定した 光源， 選定した 照明器具， 
環境 及び 特定の 保守 計画 を 基に 定める。 

設計者 は， 保守 率 を 導き出した 条件 を 明らかにする とともに， ランプの 交換 頻度， 照明器具の 清掃 頻度 
及び 清掃 方法な ど を 含む， 包括的な 保守 計画 を 提示す る こ とが 望ましい。 

？ ま- I し-き-ず 率-ひ 篡- 出-友 Mt 二し む. a 面迭ん l_Bi 学 倉 や g 術- 提 針- 二 が あ-る^^ 

4.10 エネ ルギ一 への 配慮 

照明 設備 は， エネルギー を 浪費す る ことなく， 作業領域 又は 活動 領域の 照明 要件 を 満たす ことが 望まし 
い。 しかしながら， 照明 設備の 視覚 的 側面 を， エネルギー 消費 を 減らす ことで 妥協し ない ことが 重要で あ 
る。 このために は， 適切な 光源， 点灯 回路， 照明器具， 制御 及び 昼 光利 用 を 考慮す る。 
4.11 環境の 持続性 

照明 設備 力 S 環境 を 破壊し ないように 配慮す る ことが 望ましい。 したがって， 照明 機器の 選定 は， 目的に 
合った もので なければ ならない。 
4.12 非常時 用 照明 

非常時 用 照明 は， 照明 システムへの 通常の 電力供給が 断 たれた ときに 動作す るよう， 関連す る 法規に 従 
つて 準備す る。 
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5 照明 要件 一覧表 
5.1 —般 

作業 中の 作業 者の 安全に 関する 照明 要件 を， 表 5 に 示す。 また， 特定の 作業場に 関する 照明 要件 を， 表 6 
〜表 18 に 示す。 

表 5 〜表 18 の 表示 方法 を， 次に 示す。 

a) 列 1 領域， 作業 又は 活動の 一覧表 列 1 では， 作業 中の 作業 者の 危険 レベル， 又は 領域， 作業 若し 
く は 活動の 例 を 示して いる。 特に 領域， 作業 又は 活動が 挙がって いない 場合に は， 類似 又は これと 同 
等と 考えられる 状況に 対する 値 を 採用す る。 

b) 列 2 維持 照度 ルクス （k)] 列 2 では， 列 1 に 対応す る， 基準 面に おける えの 推奨 値 を 示 
す。 

注記 種々 の 作業に 柔軟に 対応す るた めに， 照明 制御が 必要になる 場合が ある。 
C) 列 3 照度 均斉 度 （ひ。） 列 3 では， 列 1 に 対応す る， 基準 面に おける ひ。 の 最小値 を 示す。 

d) 列 4 屋外 グ レア 制限 値 （Gi?L) 列 4 では， 列 1 に 対応す る G/?L を 示す。 

e) 列 5 平均 演色 評価 数 （凡） 列5では， 歹1]1 に対応する^^3の最小値を示す。 

f) 列 6 注記 列 1 の 状況に 対する 例外 及び 特別な 適用に ついて， 注記 を 示す。 



表 5 — 作 業 中の 作業 者の 安全に 関する 照明 要件 



作業 中の 作業 者の 危険 レベル 


Em (Ix) 


ひ。 






注記 


非常に 低い 危険 度， 例えば 

一 産業 構内で 車両 交通が 時折 ある 保管 区域 

- 発電所の 貯炭 場 

- 製材所に おける 木材 保管 所 並びにお がくず 及び ゥ 
ッ ド チップ 場 

― 上下水道 において 時折 使用され る サービス 通路 及 
び 階段， 廃 水 清掃 及び 通気 タンク 並びにろ 過 器 及 
び 汚泥 消化 タンク 




0.25 


55 


20 




低い 危険 度， 例えば 
一 港湾の 全般 照明 

一 石油化学 及び その他の 危険な 産業に おける 危険の 
な い 処理 区域 並び に 時折 使用 される 平 台 及び 階段 
一 製材所に おける 切断 木材の 保管 区域 


10 


0.40 


50 


20 


港湾で は， ひ。 は 0.25 

程度。 


中程 度の 危険 度， 例えば 

一 港湾， 産業 ヤード 及び 保管 区域に おいて， 車両 交 
通が 頻繁に ある 車両 保管 区域 及び コンテナ • ター 
ミナ ル 

一 石油化学 及び その他の 危険な 産業に おける 車両 保 

管区 域 及び コン ベア 
一 発電所の 石油 貯蔵所 

一 造船所 及び ド ッ ク における 全般 照明 及び 組立て 部 
品の 保管 区域 

― 上下水道 における 净水 プラントの， 定期的に 使わ 
れる 階段， ため 池 及びろ 過 器 


20 


0.40 


50 


20 


造船所 及び ドックで 
は， ひ。 は 0.25 程度。 
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表 5 — 作業 中の 作業 者の 安全に 関する 照明 要件 （続き) 



作業 中の 作業 者の 危険 レベル 


Em (IX) 


ひ。 




K 


注記 


高い 危険 度， 例えば 

― 建設 用地の 型枠， 材木 及び 鋼材の 保管 所 並びに 建 
物 基礎 穴 及び 穴 周囲の 作業領域 

fcS-i^, 未 IHIAJ 业 ひ t し！^ g l2ii?)U」 お t7 な 火， 膝充， 
毒物 及び 放射線 危険 区域 

一 石油化学 並びに その他の 危険な 産業に おける 石油 
貯蔵所， 冷却 塔， ボイラー 圧縮器， ボン ビング 装 
置， 弁， 多岐 管， 操作 台， 使用 頻度の 高い 階段， 
コン ベアの 交差点 及び 電気 スィ ツチ 置 場 

一 発電所の スィッチ 置 場 

― 製材所の コン ベアの 交差点 及び 火災 危険 区域 


50 


0.40 


45 


20 


建設 用地 及び 製材所 
では， ORl は 50。 



5.2 屋外 作業場の 一般 通行 領域 



表 6 - 屋外 作業場の 一般 通行 領域 



領域， 作業 又は 活動の 種類 


^:m(lx) 


ひ。 




凡 


注記 


歩行者 専用 道 




0.25 


50 


20 




低速 交通 （最高 lOkm/h) 

例 自転車， 台車， ェクス 力べ一 夕 


10 


0.40 


50 


20 




通常 車両 交通 （最高 40krn/h) 


20 


0.40 


45 


20 


造船所 及び ドックで は， GRl 
は 50。 


歩行者 通路， 車両の 方向転換 及び 荷 さばき 区域 


50 


0.40 


50 


20 




道路交通 は， JISZ9111 を 参照す る。 


5.3 空港 


表 7 


一空 港 








領域， 作業 又は 活動の 種類 


£m(lx) 


ひ。 




Ra 


注記 


格納庫 前の エプロン 


20 


0,10 


55 


20 




旅客の 乗降 用 エプロン 


30 


0.20 


50 


40 




荷 さばき 場所 


30 


0.20 


50 


40 


ラベルの 判読 は， ^m5(nx。 


燃料 貯蔵 場所 


50 


0,20 


50 


40 




航空機 整備 スタンド 


200 


0.50 


45 


60 




- 空港が ICAO (International Civil Aviation Organization ： 国際 民間航空機 関） の 規定 下で 運用 されて いる 場合 は， そ れ 

らの 推奨 値 を 適用す る。 
一 管制塔 及び 着陸 航空機 方向への 直射 光 を 避けなければ ならない。 

- 投光器から 出る 光のう ち， 上に 直接 照射され る 光 は， 最小限に 制限し なければ ならない。 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお ります。 
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5.4 工事 領域 



表 8 — 工事 領域 



領域， 作業 又は 活動の 種類 


£m (IX) 


ひ。 






注記 


整地， 掘削 及び 土 積み 


20 


0.25 


55 


20 




工事現場 並びに 排水管の 取 付け， 運搬， 補助 作 
業 及び 収納 作業 


50 


0.40 


50 


20 




骨 組 材の据 付け， 簡単な 配 筋， 木 枠 形成 及び 枠 
組み 取 付け 並びに 電気 配管 及び 通 線 


100 


0.40 


45 


40 




部材の 接合， 電力の 供給 並びに 機械 及び パイプ 
の据 付け 


200 


0.50 


45 


40 





5.5 運河， 水門 及び 港湾 



表 9 一 運河， 水門 及び 港湾 



領域， 作業 又は 活動の 種類 




ひ。 






注記 


運河 及び 水門の 待合 ふ （埠） 頭 


10 


0.25 


50 


20 




運河 及び 水門の 待機 用 ふ （淳） 頭 


10 


0.25 


50 


20 




水門 制御 部 及び 底荷 積 場所 


20 


0.25 


55 


20 




貨物 取扱い， 搬入 及び 積み降ろし 


30 


0.25 


55 


20 


ラベルの 判読 は， £m 50 k。 


旅客 ふ （埠） 頭の 旅客 エリア 


50 


0.40 


50 


20 




ホース， パイプ 及び ロープの 連結 作業 


50 


0.40 


50 


20 




歩道 及び 車道の 危険 場所 


50 


0.40 


45 


20 





5,6 jfe^ 



3St 10 — 辰: W 



領域， 作業 又は 活動の 種類 


Em (IX) 






お a 


注記 


農場 構内 


20 


0.10 


55 


20 




設備 倉庫 （野外） 


50 


0.20 


55 


20 




動物 選別の 囲い 


50 


0.20 


50 


40 





5.7 燃料 給油所 



表 11 一 燃料 給油所 



領域， 作業 又は 活動の 種類 








お a 


注記 


車両 駐車 及び 保管 場所 




0.25 


50 


20 




出入口の 車両 用 道路 ： 暗い 環境 （田園 地帯 及び 
郊外） 


20 


0.40 


45 


20 




出入口の 車両 用 道路 ： 明るい 環境 （市街地） 


50 


0.40 


45 


20 




気圧 及び 水の 点検 場所 並びに そ の 他の 作業場 所 


150 


0.40 


45 


20 




計器 読取り エリア 


150 


0.40 


45 


20 





著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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5.8 工業用 地 及び 倉庫 

表 12 — 工業用 地 及び 倉庫 



領域， 作業 又は 活動の 種類 


£m (IX) 


ひ 




丑 a 


注記 


一時的な， 大形 装置 及び 原料の 取扱い 並びに 大 
容量の 物品の 積み 降ろ し 


20 


0.25 


55 


20 




継続的な， 大形 装置 及び 原料の 取扱い， 運送 荷 
物の 積み 降ろ し， ク レーン 用の 上げ 下ろ し 場所 
並びに 屋外の 貨物 用 プラッ ト ホーム 


50 


0.40 


50 


20 




あて （宛） 名の 読取り， 覆いの ある 貨物 用 ブラ 
ッ ト ホーム， 道具の 使用 並びに コンクリート プ 
ラ ン ト での 通常の 補強 及び 成形 作業 


100 


0.50 


45 


20 




高度な 技術 を 要する 電気， 機械 及び 配管 設備の 
施工 並びに 点検 検査 


200 


0.50 


45 


60 





5.9 海上の ガス 及び 油田 施設 

表 13 — 海 上の ガス 及び 油田 施設 



雜 +1# /^^T7 ほ萍動 (^餘 新 
W 孰， 1 F 示乂は ilU 翻 レリ 裡賴 


Z7 ん 1、，、 
Am (IX) 


r J 
し 


ぽ L 






リ グ 下の 海面 


30 


0.25 


50 


20 




はしご， 階段 及び 歩行者 用 通路 


100 


0.25 


45 


20 


はしご 及び 階段 は， 踏 板 面 上 
で 


ボート 発着 エリア 及び 輸送 エリア 


100 


0.25 


50 


20 




へ リ デ ッ キ 


100 


0.40 


45 


20 


1 管制塔 及び 着陸 航空機 方 
向への 直射 光 を 避けなければ 
ならない。 

2 投光器から 出る 光のう ち， 
上に 直接 照射され る 光 は， 最 
小 限に 制限し なければ ならな 
い。 


やぐら 


100 


0.50 


45 


40 




精製 ェ リ ァ 


100 


0.50 


45 


40 




パイプ ラック エリア 及び デッキ 


150 


0.50 


45 


40 




試験 所， シ エール シェーカー 及び ゥ エル ヘッド 


200 


0.50 


45 


40 




ポン ピン グ エリア 


200 


0.50 


45 


20 




救命ボート エリア 


200 


0.40 


50 


20 




掘削 フロア 及び モンキー ボード 


300 


0.50 


40 


40 


ス ト リ ング揷 入に 対する 特別 
な 注意が 必要で ある。 


マツ ド ルーム 及び サンプリング 


300 


0.50 


40 


40 




原油 ポンプ 


300 


0.50 


45 


40 




プラント エリア 


300 


0.50 


40 


40 




ロータ リー テーブル 


500 


0.50 


40 


40 





著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお り ます。 
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5.10 石油化学 及び その他の 危険な 産業 



表 14 一 石油化学 及び その他の 危険な 産業 



領域， 作業 又は 活動の 種類 


£m(k) 


ひ。 






注記 


道具での 手 作藥， 宁 作業に よる バルフの 調整， 
モー 夕の 始動 • 停止 及び パーナの 点火 


20 


0.25 


55 


20 




危険 1 生の ない ものの コ ン アナ ート フック 又は 

ワゴンへの 充てん （填） 若し く は 抜 取り 作業 並 
びに 配管 及び パ ッ キン グの 漏れの 検査 


50 


0.40 


50 


20 




危険物の コンテナー トラ ッ ク 又は ワゴンへの 
充てん （填） 若し く は 抜 取り 作業， ポンプでの 
詰 替え 作業， 一般 作業 及び 計器の 読取り 作業 


100 


0.40 


45 


40 




燃料の 充てん （填） 及び 抜 取り 場所 


100 


0.40 


45 


20 




機械 又は 電気装置の 修理 


200 


0.50 


45 


60 


局部 照明 を 使用す る こ とが 
望ましい。 



5.11 発電所， ガス プラン 卜 及び 熱 プラン 卜 



表 15 — 発電所， ガス プラン 卜 及び 熱 プラン 卜 



領域， 作業 又は 活動の 種類 


£m(lx) 


ひ。 






注記 


電気 的に 安全な エリ ァの歩 行路の 移動 




0.25 


50 


20 




ぎ £材 及び 石炭の 取扱い 


20 


0.25 . 


55 


20 




見回り 


50 


0.40 


50 


20 




一般的 補給 作業 及び 計器の 読 取 り 


100 


0.40 


45 


40 




通気 用 ト ン ネル ： 補給 及び 保守 


100 


0.40 


45 


40 




電気器具の 修理 


200 


0.50 


45 


60 


局部 照明 を 使用す る こ とが 
望ましい。 



5.12 製材所 



表 16 — 製材所 



領域， 作業 又は 活動の 種類 


^m(lx) 


ひ。 






注記 


水陸での 丸太 及びの こ く ず （鋸屑） 並びに 木片 
用コン ベアの 取扱い 


20 


0.25 


55 


20 




水陸に おける 丸太の 選別， 丸太の 積み降ろし， 
材木の 荷積み 並びに 丸太 用 コ ン ベアへの リ フ 
ト による 積 込み 及び 積 重ね 


50 


0.40 


50 


20 




のこ 引きした 丸太の あて （宛） 先 及び マーキン 
グの 読取り 


100 


0.40 


45 


40 




選別 及び 荷造り 


200 


0.50 


45 


40 




樹皮 はぎ取 り 機 又は 枝 払い 機への 挿入 


300 


0.50 


45 


40 





著作権法に よ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお り ま す。 
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5.13 造船所 及び ドック 



表 17 — 造船所 及び ドック 



領域， 作業 又は 活動の 種類 


£m(lx) 








注記 


シッ プヤ 一 ドの 全般 照明 及び 部品の 保管 場所 


20 


025 


55 


40 




大まかな 短時間の 手 作業 


20 


0.25 


55 


20 




船体 清掃 


50 


0.25 


50 


20 




船体の 塗装 又は 溶接 


100 


0,40 


45 


60 




機械的 又は 電気 的 装置の 取 付け 


200 


0.50 


45 


60 





5.14 上下水道 



表 18 — 上下水道 



領域， 作業 又は 活動の 種類 


Em (IX) 


仏 






注記 


道具の 取扱い， バルブ 操作， モータの 発 停， 配 
管 荷造り 及び 機械 清掃 


50 


0.40 


45 


20 




J! 品の 取扱い， 漏れ 検査， ポンプの 交換， 一般 
的 供給 作業 及び 計器の 判読 作業 


100 


0.40 


45 


40 




電気 部品 又は モータの 修繕 


200 


0.50 


45 


60 





6 検証の 方法 

照明 設備の 検証 は， 測定値 又は 計算 値の 検査 を， 必要に応じて 行う。 
6.1 照度 

平均 照度 及び 照度 均斉 度が， 表 5 〜表 18 に 規定す る 値 を 満足す る こと を 確認す る。 照度 は， おさ. ね?. 

_t_ ；蒸プ ヒ:? _，_._fil ヌ i さ适動 _に_ 対 i5_t§_ 碁 :¥ 通 上-?? _ 後から _れ さらき:？ 翻 第-^^ に は， 同じ 測定 点 を 

用いる。 

6.2 屋外 グ レア 制限 値 （Gi?L) 

Gi? 値が， 表 5 〜表 18 に 規定す る を 満足す る こと を 確認す る。 また， Gi? 値の 計算に おいて， g_f 

lM^y;?.?^Mli...^Mt^^^ 値 及び 

その 算出 条件 は， 設計者が 提供す る。 

6.3 障害 光 

^li\lJh^E.UT,.__^v.../^..i^^^^ これらの 値 

は， 設計者が 提供す る。 
6.4 平均 演色 評価 数 (Ha) 

お、 照-曰 JMtt^il き MSt ェヒ _ る. ぶ 上 _ き 確 蓮: ^_§.2__ラ ンプ は， 設計の 段階で 選定す る。 設計で 使用す る 

ランプの Ra は， ランプの 製造業 者が 提供す る。 



参考文献 社団法人 照明 学会 • 技術 指針 JIEG — 001 照明 設計の 保守 率と 保守 計画 
社団法人 照明 学会 • 技術 基準 JIEC — 004 非常時 用 照明の 基準 



著作権法 により 無断での 転載 等 は 禁止され ております。 



附属 書 JA 

(参考） 

JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JIS Z 9126: 2010 屋外 作業場の 照明 基準 


CIE S 015: 2005, Lighting of outdoor work places 

ISO/CIE 8995-3: 2006, Lighting of work places — Part 3; Lighting requirements for safety and security 
of outdoor work places 


( I )JIS の 規定 


(n) 国際 
規格 番号 


(in) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 ごとの 評価 
及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 

理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 名称 


内容 


箇条 
番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


1 適用 範 
囲 


屋外 作業場に お 
ける 照明 要件 


CIE S 015 


1 


JIS に ほぼ 同じ 


変更 


適用 範囲に 安全 及び 保安 を 含む よ う に修 
正した。 


屋外 作業場の 照明 要件す ベて を 含ん 
だ 適用 範囲に 修正した。 

これによ つて， この JIS は， 二つの 国 

際 規格と 整合が とれて いる。 


ISO/CIE 
8995-3 


1 


JIS に ほぼ 同じ 


変更 


適用 範囲が 安全 及び 保安に 限定した 記述 
を 削除し， 屋外 作業場の 照明 要件す ベて 
を 含んだ 適用 範囲に 修正した。 


2 引用 規 
格 
















3 用語 及 
び 定義 


用語 及び 定義 


CIES015 




JIS に ほぼ 同じ 


削除 
変更 

削除 


最小 • 最大 照度 比 （CIE S 015 の 3.2) 
ULR (CIE S 015 の 3.10) を ULOR に 変更 

ワークステーション （CIES015 の 3.13) 

を 削除。 


"鉄道 及び 路面電車" は， JIS Z 9110 
によると 変更した ため， 不要に なった 
ためで， 技術的な 問題 は 生じない。 
障害 光 を 抑制しつつ， ある 領域の 省ェ 
ネル ギーを 図る に は， ULOR (上方 光 
束/ランプ 光束） で 規定し， 照明 率 を 
高める 必要が あるた め。 現在， 改正に 
向けて 提案 を 行って いる。 
3.2 作業場 及び 3.3 作業領域の 定義が 
あり， それらと 区別して 3.13 ワーク 
ステ ーショ ンを 定義す る 必要がない 
と 判断。 技術的 差異 は 生じない。 
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n^n^ ^§4300. c -。 



(I)JIS の 規定 


(n) 国際 
規格 番号 


(m) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 ごとの 評価 

及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 

理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 名称 


内容 




箇条 
番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




3 用語 及 
び 定義 


用語 及び 定義 


ISO/CIE 
8995-3 




JIS に ほぼ 同じ 


追加 


視 作業， 作業場， 作業領域， 周囲 領域， 
最小 • 最大 照度 比， 漏れ 光， 障害 光， 減 
灯 時間， 上方 光束 比 を 追加した。 


屋外 作業場の 照明 要件 すべてに 関す 
る 用語 を 追加した。 二つの 国際規格 を 

一つの JIS にした ためで あり， 技術的 

差異 は 生じない。 


4 照明 設 
計 基準 


4.3.4 照度 測定 点 


C1E S 015 


4.3.3 


JIS に ほぼ 同じ 


変更 


計算 式に よって 測定 点 を 決める 方法 を 削 

除し， "JISC 7612 による" に 変更。 


適用 が 困難で ある 場合が 多 いため， J1S 
C7612 を 引用 規格と した。 技術的 差異 

は 生じない。 




4.3.5 照度 均斉 度 


CIE S 015 


4.3.4 


JIS に ほぼ 同じ 


変更 


"0.10 未満に なって はな ら ない。 " を "0.10 

以上に する ことが 望ましい。" に 変更。 


推奨 規定に して は 厳しす ぎる と 判断 
した。 技術的 差異 は 生じない。 




4.4.2 グ レア 評価 


CIE S 015 


4.4.1 


JIS に ほぼ 同じ 


変更 
追加 


"表 5 〜表 18 に 示す Gi?L を 超えて はなら 
ない。" を "超えない ことが 望ましい。" 
に 変更。 

段階と グ レアの 程度との 関係 を 追加。 


Gi? 値 は， 机上 計算に よる か 又は 特殊 
な 計器に よる 等価 光 膜 輝度の 計測 か 
ら 導き出される 力、 "超えて はなら な 
い。" と 規定す る ほどの 精度が 得られ 
ないた め。 技術的 差異 は 生じない。 
GR 段階と グ レアの 程度との 関係の 理 
解 を 容易に した。 技術的 差異 はない。 




4.5 障害 光 


CIE S 015 


4.5 


JIS に ほぼ 同じ 


変更 
削除 


上方 光束 比 規定の ULR を 環境 省の 光 害 対 
策 ガイ ドラ インと 整合 を とった ULOR に 
変更し， E4 の 0.25 を 0.20 に 変更。 

表 3 のい き （閾） 値 増加の 最大値 を 削除。 


障害 光 を 抑制しつつ， ある 領域の 省ェ 
ネル ギーを 図る に は， ULOR (上方 光 
束/ランプ 光束） で 規定し， 照明 率 を 
高める 必要が あるた め。 現在， 改正に 
向けて 提案 を 行って いる。 
道路 照明 基準 （JIS Z 9111) で 採用 し 
ていない ため。 




4.7.3 演色性 


CIES015 


4.7 


JIS に ほぼ 同じ 


削除 


安全 色彩の 認識 及び 識別に 関し， "平均 
演色 評価 数 (i?a) と 20" の 記述 を 削除。 


実用 上 Ra が これ 以下の 光源の 使用が 
ない と 判断。 技術的 差異 は 生じない。 




照明 設計 基準 


ISO/CIE 
8995-3 




当該 項目がない 


追加 


箇条 4 を 追加 


二つの 国際規格 を 一つの JIS にす るた 

めで， 技術的 差異 は 生じない。 
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^i^^^^ IHfrlMi 鄉 IhwtiT お 卅， r。 



( I )JIS の 規定 


(II) 国際 
規格 番号 


(m) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 ごとの 評価 

及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 

理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 名称 


内容 


箇条 
番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


5 照明 要 
件 一覧表 


5.1 一般 


CIE S015 




JFS に ほぼ 同じ 


追加 


5.1 として， 表 5 の 作業 中の 作業 者の 安全 
に関する 照明 要件 を 追加 


二つの 国際規格 を 一つの JIS にす るた 

めで， 技術的 差異 ほ 生じない。 


変更 


"駐車場 及び 駅舎 （鉄道 関係） は， JIS Z 
9110 による" と 変更。 


JIS Z 9110 に 同じ 範囲の 規定が 存在 

し， ダブル スタンダードになる の を 避 
けた ことによ る。 技術的 差異 は 生じな 

い。 


特定の 領域， 作業 
又は 活動の 照明 
要件 


ISO/C1E 
8995-3 




当該 項目がない 


追加 


5.2-5.14 を 追加 


二つの 国際規格 を 一つの JIS にす るた 

めで， 技術的 差異 は 生じない。 


6 検証の 
方法 


6.1 照度 


CIES015 


6.1 


JIS に ほぼ 同じ 


変更 


計算 式に よ つて 測定 点 を 決める 方法 を， 
JIS C 7612 による 方法に 変更。 


技術的 差異 はない。 


ISO/CIE 
8995-3 


6.1 


JIS に ほぼ 同じ 


変更 


6.2 屋外 グ レア 
制限 値 


CIES015 


6.2 


JIS に ほぼ 同じ 


変更 


"すべての 条件が， 明らかにされ なけれ 
ばなら ない" を "照明 設備 及び その 配置， 
空間 並びに 領域の 表面 仕上げが， 計算 条 
件に 従ってい る こと を 確認す る" に 変更。 


すべての 条件 を 明示した。 技術的な 差 
異は 生じない。 


ISO/CIE 
8995-3 


6.2 


JIS に ほぼ 同じ 


変更 


6.3 障害 光 


CIE S015 


6.4 


JIS に ほぼ 同じ 


変更 


検証 を "測定に よって 行わなければ なら 
ない" を "必要に応じて， 表 3 に 規定す 
る 値 以下で ある こと を 確認す る" に 変更。 


技術的 差異 は 生じない。 


ISO/CIE 
8995-3 




当該 項目がない 


追加 


ISO/CIE 8995-3 に 障害 光 を 追加した。 


技術的 差異 は 生じない。 


6.4 平均 演色評 
価 数 


CIE S 015 


6.3 


J1S に ほぼ 同じ 


変更 


"一致し なければ ならない" を "満足し 
ている こと を 確認す る" に 変更。 


技術的 差異 は 生じない。 


ISO/CIE 
8995-3 


6.3 


JIS に ほぼ 同じ 


変更 



JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 ： CIE S 015:2005, ISO/CIE 8995-3:2006, MOD 
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注記 1 箇条 ごとの 評価 欄の 用語の 意味 は， 次に よる。 

一 削除 国際規格の 規定 項目 又は 規定 内容 を 削除して いる。 

- 追加 国 際 規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 

一 変更 国際規格の 規定 内容 を 変更 している。 

注記 2 JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次に よる。 
一 MOD 国際規格 を 修正して いる。 
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JISZ 9126： 2010 

屋外 作業場の 照明 基準 
解 説 



この 解説 は， 規格に 規定 • 記 載した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ 先 は， 財団 
法人 日本規格協会 である。 

1 制定の 趣旨 

照明 は， 自然 光が 不足す る 環境 下で 人間が 活動す るのに 不可欠な もので あり， 人類の 発展， 生活環境の 

向上に 大きく 貢献して きた。 照明に 関係した 日本国内の 規格と して， 1958 年に JISZ 9110 (照度 基準） せ, 
安全で 健康的な 生活環境の 提供 を 目的に， 各 施設， 空間 及び 領域に 必要と する 照度の 推奨 範囲 を 規定した 
ものと して 制定され， その後， 改正 を 重ね， 国内で 広く 活用され ている。 

一方， 国際的な 規格と して， 2002 年に ISO/CIE 8995-1:2002， Lighting of work places -Part 1: Indoor (屋 
内 作業場の 照明 基準） が 制定され た。 また， 2005 年 及び， 2006 年に は， これと 対 を 成す CIE 8 015:2005， 
Lighting of outdoor work places 及び ISO/CIE 8995-3:2006, Lighting of work places - Part 3: Lighting 
requirements for safety and security of outdoor work places が 国際 照明 委員会 （CIE) 規格 及び ISO 規格 となつ 
た。 これらの 国際規格 は， 照度 均斉 度， 不快 グ レア， 演色 評価 数な どの 照明の 質的 要件 を， 推奨 照度に 加 
えて 規定 し た 照明 基準で あ り， より 細かな 個別 作業領域の 作業 ご と に 照明 基準 を 規定 している。 

この 屋外 作業場の 照明 基準 は， JIS Z 9110 に 規定され ていない 個別 作業領域の 照明 基準 を 規定す る もの 
として， CIES 015 及び ISO/CIE 8995-3 を 日本の 実状に 合う よ う に 修正し， 一つに まとめた 規格と して 制 
定し たもので ある。 

2 制定の 経緯 

屋外 作業場の 照明 基準 制定 原案 作成 委員会 は， CIE S 015 及び ISO/CIE 8995-3 が 国際 照明 委員会 （CIE) 

規格 及び ISO 規格と なった の を 機に， 2005 年に 社団法人 照明 学会 （IEIJ) せ, 財団法人 日本規格協会 （JSA) 
に JIS 化の 申請 をし， 2006 年に 財団法人 日本規格協会 （JSA) から 委託 を 受け， 原案 作成 委員会 を 組織し， 
JIS 原案 を 作成した。 この JIS 原案 を 主務大臣 である 経済 産業 大臣に 申出し， 日本 工業 標準 調査 会で 審議 
議決され， 平成 22 年 1 月 20 日付で 公示され た。 

3 審議 中 問題と なった 事項 

この 規格で は， JISZ9110 に 倣い， 照度 範囲の ほぼ 中央 値に 当たる 単一の 照度 値 を， 推奨 照度と して 与 

えた。 推奨 照度 値が 一つの 理由 は， 一つの 分野に 一つの 照度と いう 意味で はなく， 選択 を 容易に する ため 
である。 人間の 感覚 は， 照度な どの 刺激と 明るさな どの 感覚との 関係が， 直線 的で はなく， 指数 的 又は 対 
数 的で ある ことが 多い。 この 意味で， ほぼ 1.5 倍の 照度 段階 を 設定して いる。 この 範囲の 照度の 差 は， 照 
明の 効果 （明るさの 感覚 ゃ視 知覚の 特性） に 重大な 差 は 生じない と 考えて よい。 作業 面の 推奨 照度の 照度 
範囲 を 解説 表 1 に 示す。 

解 1 

著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ており ます。 
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解説 表 1 一 推奨 照度の 照度 範囲 

単位 Ix 



御喷段 P 皆 


照度 範囲 




3〜 7 


10 


7〜 15 


15 


10〜 20 


20 


15〜 30 


30 


20〜 50 


50 


30〜 75 


75 


50〜 100 


100 


75〜 150 


150 


100〜 200 


200 


150〜 300 


300 


200〜 500 


500 


300〜 750 


750 


500〜1 000 


1 000 


750〜1 500 


1 500 


1 000〜2 000 


2 000 


1 500〜3 000 



推奨 照度 は， 通常の 視覚 条件 下での 作業の 種類に 対する 基準 面の 平均 照度で あり， 維持 照度で ある。 通 
常の 視覚 条件 下と は， この 規格で いう 質的 要件から 大きく 逸脱して いないと いう ことで あり， 作業 対象 者 
の視 機能 も 疾患 や 高齢 化に 伴って 大きく 低下して いない こと を 指して いる。 また， 維持 照度に 関して は， 

CIE S 015 では， 維持 照度^ Value below which the average illuminance on the specified surface should not fall 
と 定義し， その 4.3.1 で 平均 ノ 照度 を "The average illuminance for each task shall not fall below the values given in 
clause 5, regardless of the age and condition of the installation" と 記述 している こ と 力 、ら， 推奨 照度 を 最低 照度 

と 解釈され る ことがある。 この 記述 は， 照明 設備の 寿命 （経 年 劣化） 及び 周囲 環境 （汚れ） を 見込んだ， 
維持すべき 値 （維持 照度） という 意味で あり， 最低 必要と する 照度 を 規定す る もので はない。 一方， 照度 
均斉 度に 関して は， CIES015 では， その 4.3.4 で" 0.10 未満に なって はならない。" としてい る 力ま， 推奨 
規定に して は 厳しす ぎる との 判断から "0.10 以上に する ことが 望ましい。" に 変更した。 

本体の 4.5 の 基準 は， CIE 規格 （CIE S 015/E:2005) に基づいて いる 。 本体の 表 3 に 示す 上方 光束 比 (JJLOR) 
の 規定 は， 上方 光力 《 大気 中で 散乱す る ことによって 夜空 を 明る く し 天文 観測の 妨げと なること を 規制す る 
こと を 目的に， CIE 126:1997 が ひ { = ULR) として 定めた もの を， 環境 省の 光 害 対策 ガイドライン 
の 規定に 沿って ほ に 修正した ものである。 この 修正の 理由 は， 以下に よる。 

ULR は， "照明器具 を 設置した 状態に おいて， 照明器具 又は 装置の 水平面より 上に 放射され る 光束の 器 
具 光束に 対する 割合"， ULOR は, "照明器具 を 設置した 状態に おいて， 照明器具 又は 装置の 水平面より 上 
に 放射され る 光束の ランプ 光束に 対する 割合。" と 定義され ている。 

CIE 150/E:2005 は， CIE 126:1997 を そのまま 引用して いる 力 ま ，その 中に "最近の 研究 は， 照明器具の ULOR 
と そ の 照明 率 ijJF'. Task utilization factor) と の 関係が， 天空 発光の 抑制の よりよ い 尺度に なり 得る こと を 
示唆して いる。" とし， "この 問題 は， なお 研究され つつ あり， 必要に応じて， この 改訂版 又は 関連す る CIE 
の 出版物で 修正され るであろう。" と 記述して いる。 これ は， 光 害 対策と 併せて 地球 環境問題 （C02 削減） 
への 取組みが 重要で ある ことに 関係して いる。 

照明 は， ある 広さ を もった 面積に 対して 行われる ので， その 領域 をより 少ない エネルギーで 所要の 明る 



解 2 

著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお ります。 
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さ を 得る と 同時に， 領域 全体の 上方 光束 を 最小に する ことが 良い 照明の 一つの 条件と なる。 この 評価 方法 
として "上方 光束 ノ 有効 利用 光束" を 用いる ことが 考えられる。 この 比が 小さい ほど， 漏れ 光の 低減 及び 
照 明 エネルギーの 有効 利 用が 図られて いると いえる。 

今， この 比 を， LOR (器具 光束 Z ランプ 光束)， ULR (上方 光束 Z 器具 光束)， ULOR (上方 光束 ノ ランプ 
光束)， 照明 率 （有効 利用 光束 Z ランプ 光束） で 表すと， 次のように 式 を 変形す る ことができる。 
上方 光束/有効 利用 光束 

= (上方 光束 Z ランプ 光束） Z (有効 利用 光束 ノ ランプ 光束） 

二 ひ i: り;? Z 照明 率 = (ULRXLOR) Z 照明 率 
これより 良い 照明と は， ULOR 又は OJLRXLO め が 小さく， 照明 率が 高くなる 照明器具の 選定 及び 設 
置と 言い換える こ とがで きる。 

今， ほ を 指標と して 照明器具 を 選定しょう とすれば， LOR (器具 効率） を 小さく する のがよ いか， 大 
きくす るの がよ いか を 迷う ことになる。 一般に， ZOi? が 高い ほど 照明 率が 良くなる 傾向が ある 力、 ULR を 
一定と して Z(9i? を 大きく すると， 上方への 漏れ 光が 多くな つてし まう という 矛盾が 生じる。 また， ルー バ 
や 遮光 板な ど を 用いて 設備 を 改修した 場合に は， ULOR では この 値の 変化が 上方 光束の 削減に 一致す るの 
に 対し， ひ M では 分母の 器具 光束 も 同時に 小さくな るので， 上方 光束の 削減 効果が 十分に 反映され ない と 
いう 問題が 生じる。 

以上に よって， この 規格で は， ULR を ULOR に 置き換える ものと した。 

4 適用 範囲 

CIE S 015:2005 と ISO/CIE 8995-3:2006 と を 合わせて， 屋外 作業場の 照明 要件 全般 を 適用 範囲と した。 特 
に 作業 中の 作業 者の 安全性に 関する 照明 要件に ついては， 前者の Annex A 力ま 後者と 同一で あるので， これ 
を まとめて 本体の 表 5 とした。 また， 前者の 個別 作業領域 における 特定の 作業場に 関する 照明 要件 は， こ 
れを 本体の 表 6 〜表 18 に 示した。 ただし， 駐車場 並びに 鉄道 及び 路面電車 は， JISZ9110 に 同じ 範囲の 規 
定が 存在す るので， 日本の 実状に 合った JISZ 9110 を 生かす こ ととし， この 規格から 削除す る ことにした。 

5 規定 事項の 内容 

規定 事項の 内容 は， 次のと おりで ある。 

a) 用語 及び 定義 （本体の 箇条 3) 上方 光束 比 UJL め を 上方 光束 比 WLO め に 修正し， 定義 を "照明 
器具 を 設置した 状態に おいて， 照明器具 又は 装置の 水平面よ り 上に 放射され る 光束の ランプ 光束に 対 
する 割合" に 変更し， 環境 省の 光 害 対策 ガイドラインとの 整合 をと つた。 また， ワークステーション 
の 定義 を 削除した。 これ は， "作業領域" 及び "作業場" の 定義の ほかに "ワークステーション" を定 
義 する 必要がない と 判断した ことによ る。 これに 伴い， 作業場の 定義から "屋内 ワークステーション 
のように 用いられる 場所" を 削除した。 

b) 照度 （本体の 4.3) "周囲 領域の 照度" の 規定に おいて， "照明 は， 作業領域の 照度に 加えて， 4.2 
に準じて 必要な 順応 輝度 を 与えなければ ならない。" を 削除した。 これ は， 4.2 に 類似した 記述が あり， 
重複 記述の 必要性がない と 判断した ことによ る。 また， "照度 測定 点" は， CIES015 で 規定され てい 
る muminance grid の 設定 方法が， 具体的な 作業場 所に 適用 しづら いと 判断し， JIS C 7612 (照度 測定 
方法） による 方法 を 採用した。 照度 均斉 度 は， "0.10 未満に なって はならない。" としてい ると ころ を， 
推奨 規定に して は 厳しす ぎる との 判断から "0.10 以上に する ことが 望ましい。" に 変更した。 

C) グ レア （本体の 4.4) "グ レア 評価" の 記述の "照明 設備の OR 値 は， 表 5 〜表 18 に 示す Gi?L を 超 
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えて はならない。" を "超えない ことが 望ましい。" に 変更した。 これ は， Gi? 値 は， 机上 計算 又は 特 
殊な 計器に よる 等価 光 膜 輝度の 計測から 導き出され るが， "超えて はならない。" と 規定す る ほどの 精 
度 力 《得られな いと 判断した ことによ る。 また， 上記の Illuminance grid 法 を 採用し なかった ため， 注記 
に 記されて いた "OR は， 4.3.4 で 定めた 格子点に おいて， 作業領域の 長軸 を 0° とし， 放射 状に 45° 
間隔で 計算す る ことが 望ましい。" を 削除した。 一方， Gi? 段階と グ レアの 程度との 関係 を 分かりやす 
く する ため 本体の 表 2 を 追加した。 

d) 障害 光 （本体の 4.5) 環境 省の 光 害 対策 ガイ ドラ インとの 整合 をと るた めに， 上方 光束 比 はめ を 
上方 光束 比 OJLO め に， E4 の 0.25 を 0.20 に 変更した。 これ は， 障害 光 を 抑制しつつ， ある 領域の 省 
エネルギー を 図る に は， ULOR (上方 光束/ランプ 光束） で 規定し， 上方 光 を 抑制 するとと もに 照明 
率 を 高める 必要が あるた めで ある。 一方， CIES015 の 表 3 を 削除した。 これ は， 道路 照明 基準 （JIS 
Z 9111) で 採用して いない こと， 及び， この 規格で 関係す る 箇所が 本体の 表 6 である 力 さ， 具体的に こ 
の 規定 を 適用す る ことが 困難で あると 判断した ことによ る。 

e) 光の 指向性 （本体の 4.6) "視 作業での 指向性 照明 （4.6.3)" の 記述の "4.4.2 を 参照の こ と。" を 重 
複 記述の 必要性が な いと 判断し 削除した。 

f) 光 色 及び 演色性 （本体の 4.7) 演色を J1SZ 8726 及び JISZ 9110 による 表現に 変更した。 また， 安 
全 色彩の 認識 及び 識別に 関し， "平均 演色 評価 数 （iO >20 を 有しなければ な ら ない （ISO 38644 参照)。" 
を 削除した。 日本国内の 作業場で は， が 20 以下の 光源が ほとんど 使用され ていない ことによ る。 

g) フ リ ッカ 及び ストロボ 現象 （本体の 4.8) 作業の 安全性 及び 視覚 快適 性に おいて， 考慮すべき 重要 事 
項で ある。 フ リツ 力と は， ランプの 光 出力が 明滅 変動す るた めに ちらつき を 感じる 現象で ある。 特に 
赏光 ランプ， HID ランプな どの 放電 ランプで は， ランプ を 商用 電源 周波数 （50Hz 又は 60Hz) で 点灯 
した 場合の 光 出力 変動 （100 Hz 又は 120 Hz) が 大きいた め， ある 条件 下で はフ リツ 力が 感じられる こ 
とが ある。 一方， ストロボ 現象 は， 商用 電源 周波数 （50Hz 又は 60Hz) で 光 出力が 変動して いると き 
に， 動きの 早い 視 対象が， 静止したり 断続的に 動いたり して 見える 現象で ある。 対策と して は， ①高 
周波で 点灯す る， ② 位相の 異なった 光 （3 相 交流 点灯な ど） を 混ぜて 照明す る， などが ある。 

h) —般 （本体の 5.1) 安全の ための 照明の 要件が， CIE S 015:2005 の Aimex A と ISO/CIE 8995-3:2006 
とが 同一で あるので， これ を まとめ 本体の 表 5 とした。 また， 表題の Safety and security と 本文の Safety 
and health の security と health が 同じ 意味合いで 用いられ ている 力、 ここで は， security 及び health を 訳 
さず， "安全" とする ことと した。 

i) 検証の 方法 （本体の 箇条 6) 照明 設備の 検証 は， 日本で は 必ず 行われる と は 限らない ことから， "必 
要に 応じて" を 追加した。 また， 照度 測定 は， J1SC 7612 に基づいて， 関係の ある 領域の 決められた 
点で 測定す る ことと した ことから， 注記の 必要性がない と 判断し， "照度 を 検証 するとき， 使用す る 照 
度 計の 校正 を 行う ことが 望ましく， ラ ンプゃ 照明器具の 公開され た 光度 測定 データ， 表面 反射率の 設 
計 条件な ど は， 実際の 値と 比較す る ことが 望ましい。" を 削除した。 

6 懸案 事項 

CIES015 では， "照度 値の 計算 及び その 検証 点 を 明確に する ために， 作業領域 及び 周囲 領域に 格子 を 作 
成しなければ ならない。 格子 は ほぼ 正方形が よく， その 幅と 長さ との 比 は 0.5〜2 の 間になければ ならない 
(CIEx005:1992 参照）。 格子 サイズ は， 次に よる もの を 最大と する。" として， 式 (1) を 定めて いる。 
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P 二 0.2x5 も"^ (1) 

ここに， p: 最大 格子 間隔 （m) であり， ；?^10 

d: 領域の 長軸 （m)。 短 辺と 長辺との 比が 2 未満の 場合に は は 
短 辺と する 

これ は， 障害物の ない く （矩） 形の スポーツ 施設な どに 用いられる もので あり， 平均 照度 及び 照度 均斉 
度 を 規定 及び 検証す るのに 優れた 方法で ある。 しかし， 異形の 作業領域， 作業領域 内に 作業 機器な どの 障 
害 物が 存在す る 場合に は， 適用が 困難で ある 場合が 多い。 

このため この 規格で は， 照度 値の 計算 及び その 検証 点 を 明確に する 方法と して JISC7612 (照度 測定 方 
法） を 引用 規格と した 力、 照度 均斉 度の 検証に は， 照度の 計測 点 を 一義的に 決める ことが 求められる。 今 
後， この 観点からの 新たな 提案 を 期待したい。 

7 その他の 解説 事項 

a) この 規格に 関係す る 法規と して， 労働 安全 衛生 規則が ある。 その 要点 及び 解釈 例規 を 次に 示す。 
1) 第 604 条 事業者 は 労働者 を 常時 就業させる 場所の 作業 面の 照度 を 次の 表の 基準に 適合 させな けれ 
ばなら ない。 ただし， 感光 材料 を 扱う 作業場， 坑内の 作業場 その他 特殊な 作業 を 行う 作業場に つい 
て はこの 限りで ない。 



解説 表 2 — 労働 安全 衛生 規則 第 604 条 



作業の 区分 


基準 


精密な 作業 


300 ルクス 以上 


普通の 作業 


150 ルクス 以上 


粗な 作業 


70 ルクス 以上 



2) 第 367 条， 第 406 条， 第 523 条 事業者 は 明り 掘削， 採石 作業， 高さ 2 メートル 以上の 箇所な どで 
作業 を 行う とき は， 当該 作業 を 安全に 行うた めの 必要な 照度 を 保持し なければ ならない。 

3) 第 434 条， 第 454 条 事業者 は， はい 付け 若しくは はいくず しの 作業 又は 港湾 荷役 作業 を 行う とき 
は 当該 作業 を 安全に 行うた め 必要な 照度 を 保持し なければ ならない。 

注記 1 明り 掘削と は オープン カツ ト 工法の こと。 

注記 2 はいと は 倉庫 上屋 又は 土 場に 積み重ねられた 荷の 集団 をい う （小麦， 大豆， 鉱石な どのば 
ら 物の 荷 を 除く）。 



解説 表 3 — 労働 安全 衛生 規則 （解釈 例規) 



場所 


基準 


• はい 付け または はいくず しの 作業が 行 われて いる 場所 
• 岸壁 上 または 船舶 内であって 荷積み， 荷お ろし 又は 荷の 移 
動な どの 作業が fi^ われて いる 場 所 


20 ルクス 以上 


- 倉庫 内であって 労働者が 作業の た め 通行す る 場所 
- 船舶 内であって 労働者が 作業の た め 通行す る 場所 


8 ルクス 以上 


• 屋外で あ つて 労働者が 作業の た め 通行す る 場所 
• 岸壁 上であって 労働者が 作業の た め 通行す る 場所 


5 ルクス 以上 



解 5 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 



24 

Z9126 ： 2010 解説 

b) 関連 規格に ついて JISZ81i;3 (照明 用語） は， IEC 60050-845， International Electrotechnical Vocabulary, 
Chapter 845: Lighting/ CIE 17.4-1987 International lighting vocabulary と MOD であ り， JIS Z 8726 (光源 
の 演色性 評価 方法） は， CIE No. 13-2(1974) Method of Measuring and Specifying Colour Rendering 
Properties of Light Sources と NEQ であり， JIS Z 9101 (安全 色 及び 安全 標識— 産業 環境 及び 案内 用 安全 
標識の デザイン 通則） は， ISO 3864-1， Graphical symbols -Safety colours and safety signs -Part 1: Design 
princioles for safetv signs in workplaces and public areas と IDT である。 



8 原案 作成 委員の 構成 表 

2006 年 に 設置 さ れた 原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



JISZ 9126 屋外 作業場の 照明 基準 原案 作成 委員会 構成 表 



(委員長) 
(委員） 



(事務局） 







氏名 




所属 


〇 


大 


谷 


義 


彦 


日本 大学生 産 工学部 




赤 


塚 


美津雄 


社団法人 日 本 照明器具 工業 会 




阿 


山 


みよし 


宇都 宮 大学 大学院 工学 研究科 




石 


川 


雅 


之 


財団法人 日 本 規格 協会 規格 開発部 




伊 


積 


康 


彦 


財団法人 鉄道 総合 技術 研究所 構造 物 技術 研究 部 




大 


竹 


不: 


二 男 


株式会社 山 下 設計 第 2 環境 設計 部 


〇 


大 


山 




敬 


東芝 ライ テツ ク 株式会社 電材 事業部 
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川 


上 
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近 
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中 


村 


芳 


樹 
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橋 


本 


文 


治 
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川 
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〇 
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村 
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注記 〇 印 は， 分科会 委員 を 示す。 



(執筆者 大谷 義彦） 



解 6 

著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお ります。 



★jjs mmJk び jis 規 fcsi'i 解説に ついての おに j 台せ は， 規俗勝 発 部 お 準 * ま で， で さ る 限 り 'lii 子 

メール （E- 編": sd@jsa.or.jp) 又は FAX [(03)3405-5541] TEL [(03)5770-1571] でお 願いいた しま 
す。 お 問合せに お答えす るに は， 関係 先への 確 露 等が 必要な ケースが ございま すので， 多少お 時 
間が かかる 場合が ございま す。 あらかじめ ご了承 ください。 
★J1S 規 «^！^ の 正，！ が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた し ます， 

(1) 当 協会 発行の 月 P に £ "15! 準 化 ジャーナル" に， 正， iS^S の 内^ を拇 】« いたします-， 

(2) fi; (則と してお 火 》6! 日に， "H 経 産-菜 新 j/r 及び "日刊 ェ X 新 の Jis^f? の 広 S 讕 

で， lE^ さ:: が劍ラ された JIS 規格 番号 及び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 
なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正解 票が 発行され た 場合， 自動的 

にお 送りいた します。 

★JlSffitf^S の ご注文 は， 出版:' t ぼ 部 出版 サ— ビス 第- [FAX(03)3583-(M62TEM03)35ii3-8002] 
又は F 記の 当 協会 名古屢 支部， 閥 西 支部に おきましても 承って おります ので， お 申込みく ださい。 



J1S29126 
屋外 作業場の 照明 基準 



平成 22 年 I 月 20 日 ^1 «1 究行 

a ^ 2£ (B 
発行所 

財団法人 卜1 本 規 frt 協 会 

〒 107-8440 架?^ 都 港ぽ赤 坂 4 丁目 1-24 
http://wwwj sa.orj p/ 



札 携支» 


T060-0003 


fl 繞市 中央 区 北 3 条西 3 丁目 i 札 幅大問 生命 ビル 内 
TBL(0n)26l-0043 FAX (011)221-1020 


東北 支 ffi 




仙 台 市靑菜 区一 番 *(n 丁目 5-22 穴坎 獭19411 台 ビル 内 
TEL(0H>227-S336(f^fl) FAX (022)26<W»O5 


名 古 履 支 ffi 




名 古 8 市中 区栄 2 丁目 64 白 川 ビル 別鎮内 
m (052)22M3 ，6( 代表） FAX (052)203^806 


関西 支部 


T 54 卜 0053 


大阪市 中央 区 本 町 3 丁目 4-10 本 町 野 村 ビル 内 
TEL<06)6261-S086( 代表） FAX (06)6261-9114 


広 龜支郝 


〒730"0011 


広 鳥 巿屮区 ilJ 町 5-44 広 お ェ会霞 所 ビル 内 
TEL (082^221-7023 FAX (082)2：3-7568 


四国 支 節 


〒76(M)023 


松 市お 《12 丁目 2-m ^tiUj^ 町フ ライム ビル 内 

TBL(0*7)«2i-7S51 FAX (0S7)«2 1-3261 


福 H 支 ffi 


〒お 2"0025 


i j-::! 1/. Mi WHj" 1-31 1^5 多ァ一 バン スクェア 内 

TEL <092)2»2-90«0 FAX (092)282-9 1 IS 



PtiBtedmJipia 鹏 



著作権法 によ り 舰 断での » 製， 甎戴等 は 禁止 さ れて おります。 



JAPANESE INDUSTRIAL STANDARD 



Lighting of outdoor work places 



JISZ 9126 :2010 



(lEIJ/JSA) 



Established 2010-01-20 



Japanese Industrial Standards Committee 



Published by 
Japanese Standards Association 

定価 1390 円 （本体 1 卿 円） 



ICS 13.100 ； 91.160-20 

Referaiee muiiber ： JIS Z 91 26:20 10(J) 



藝作権 法に より 麵 断での » 製， 載 等は泰 ik されて おります, 



